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育成塾とは，国立研究開発法人 科学技術振興機構による「科学技術イノベーションを牽引する傑出した人材の育成に向けて，
理数・情報分野の学習等を通じて，高い意欲や突出した能力を有する小中学生を発掘し，さらに能力を伸長する体系的育成プ
ランの開発・実施を行うことを支援」するジュニアドクター育成塾事業として，2019年から信州大学が採択されたものです。

第10回講座 チームプロジェクト成果発表会 「MARS COMFORT PROJECT」! 火星での学校
生活を快適にするシステムを開発しよう！

砂漠で掃除が大変になる！と考え、“砂がたまらない学校”
を作ろうと考えました。

電気が少ない，酸素が少ないため、風力と太陽光の両
方で発電できる装置を作ろうと考えました。

火星学校のつらい筋肉トレーニングを楽しくするという
システムを開発しました。

火星人と人類が同じ学校に通うとしたら，椅子も共用に
しなければいけない。ボタンを押すことで火星人用と人
間用を切り替える椅子を開発しました。

火星は砂嵐がひどくて掃除ができない。そこで，窓を
きれいにするロボットを作ろうと考えました。

火星の環境は、風が強く，酸素が薄い，気温差が大きい
ため、ドームの中に1つの町を作ることを考えました。

チーム：Go to Mars 「火星の掃除は大変だ」 チーム：プログラマーTTMY 「太陽光風力発電機」

チーム：off White:7 「楽しく火星で運動」 チーム：Mars comforter「火星の掛け布団」

チーム：SKY「火星の危機を室内で回避！」チーム：Core i9「火星人＆人類共通Chair」



信州大学ジュニアドクター育成塾事務局連絡先 メール）crilofc@shinshu-u.ac.jp
Webサイト）https://cril-shinshu-u.info/jr-doc

本事業は国立研究開発法人科学技術振興機構の委託事業です

編集後記
2ヶ月に渡るチームプロジェクトでしたが，どのチー
ムも様々なアイデアを考え，形にしてくれました。
質疑のやり取りも全力で考え，作ってきたからこそ
の質の高いものでした。素晴らしかったです。ここ
までのものを受講生の皆さんが生み出してくれたこ
とに，スタッフ一同，大変感激しております。まさ
に「オモシロイを形に」してくれました。次からの
ファイナルプロジェクトがさらに楽しみにな
ってきました。お互いのアイデアを持ち寄り，
さらにオモシロイものを創り出しましょう！

火星では重力が弱いため，移動方法に工夫が必要となりま
す。火星の表面にマジックテープを貼って，その上を移動
するのが一番良いと考えました。

水が地球から定期的に運ばれてくると仮定し，1日2.5Kg
以上の水を使うと蛇口を閉めてしまう機械を開発。

火星で学校生活する上で電力はかかせない。そのため，
発電するシステム，暖房システムが必要と考えました。

火星の地表は危険がたくさん！地上が危ないなら地下に
学校を作ろう！

火星では水が少ないため，水をなるべく使わずに洗濯が
できるようにしたいと考え，洗濯機を開発しました。

チーム：１の恵 「水を使わない洗濯機！」

チーム：TeamX 「安全で快適な学校！」チーム：スケッチ＆メイク 「屋外活動も，屋内活動
も楽しく快適に！～太陽光発電と風力発電で～」

チーム：Junior Mechanic 「モーターで走れ！」 チーム：Aštuoni 「火星水節約マシーン」
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